パートタイマー就業規則
（目　的）

第１条　この規則は就業規則の規定に基づき、パートタイマーの服務規律・労働条件を定めたものです。

（パートタイマーの定義）

第２条　パートタイマーとは、雇用期間の定めがあり1日または１ヵ月の労働時間が正規社員よりも短い者とします。

（雇用契約）

第３条　雇用契約について次のとおり定めます。

1 パートタイマーは契約の期間を定めて雇用契約を締結します。

②雇用契約を延長する場合は、個別に雇用契約の更新をします。

（就業時間および休憩時間）

第４条　就業時間および休憩時間について次のとおり定めます。

1 パートタイマーの所定労働時間は1日8時間、1週40時間以内の

範囲で、個別の労働条件通知書に基づいて定めます。

②休憩時間について、労働基準法の定めにより個別に雇用契約書で定めます。

（1）実働労働時間が6時間を超える場合・・・・・45分

（2）実働労働時間が8時間を超える場合・・・・・60分

③休憩時間は自由に利用することができます。
時間外勤務について次のとおり定めます。

①会社は業務上必要な場合は、労働基準法第36条に基づき所定の時間外に勤務させることがあります。

②満18歳未満の者に対しては、通算して実働1日8時間を超えて労働させないこととします。

（休　日）

第５条　休日は次のとおりとします。

1 〇〇
②個別の雇用契約で定めた日

（年次有給休暇）

第６条　年次有給休暇について次のとおり定めます。

①年次有給休暇は労働基準法に定める日数を付与します。

②年次有給休暇の利用申請は3日前までに所定の届出書にて、所属長を通じ申し出てください。

業務の都合により、指定された日を他の時季に変更することがあります。

（特別有給休暇）

第７条　特別有給休暇は一般社員の就業規則の規定に準じて取り扱います。

（服務規律）

第８条　パートタイマーは服務に当たって次のことを守ってください。

①出・退社時には自分で出席簿に記載してください。

②上司の指示・命令に従って業務を遂行してください。

③その他の事項は一般社員の就業規則の規定に準じて取り扱います。

（解　雇）

第９条　パートタイマーが次の各号に一つでも該当した場合は解雇します。

①勤務状態が良くなく改善の見込みがないとき

②その他各号に準じた事由があるとき

（解雇予告）

第10条 会社は前条（解雇）の規定により解雇する場合は、30日前に予告するか、平均賃金の30日分の解雇予告手当を支給して解雇します。

（賃　金）

第11条 基本給は、本人の職務能力や経験等を考慮して個別の労働条件通知書で定めます。

（賃金の締切日および支払日）

第12条 賃金計算の締切日は当月1日から当月末までの期間とし、翌月〇日に支払います。

（賞　与）
第13条 賞与は支給いたしません。

（退職金）

第14条 退職金は支給いたしません。

（社会保険・雇用保険の手続き）

第15条 会社は、パートタイマーが常態として社会保険および雇用保険の資格該当者となったときは加入の手続きを行います。

（安全衛生）

第16条 パートタイマーは就業に当たり一般社員に協力し、安全衛生に関する諸規則を遵守し、安全の保持および衛生に関し必要事項を遵守してください。

（災害補償）

第17条 パートタイマーが業務上および通勤途上において負傷疾病にかかった場合、労働者災害補償保険法の定める補償を行います。

（個人情報保護法令に基づく法令等の遵守）

第18条 個人情報の取り扱いについて次のとおり定めます。

①取引相手に関するすべての個人情報、ならびに当社社員等のすべての個人情報を、いかなる手段においても個人情報管理者の許可なく無断で社外に持ち出すことを禁止します。

②の規定に違反した者に対しては賞罰規定の対象とします。

（賞　罰）

第19条 一般社員の就業規則第27条から第28条までに定める賞罰規定を本規定に準用します。

（正規雇用への転換）

第20条　 勤続半年以上の者又は有期実習型訓練修了者で、本人が希望する場合は、正規雇用に転換させることがある。 転換時期は、随時とし、正規雇用への転換の希望者には、面接を実施し、合格した場合については転換することとする。
（無期雇用への転換）

第21条　勤続半年以上の者又は有期実習型訓練修了者で、本人が希望する場合は、無期雇用に転換させることがある。 転換時期は、随時とし、無期雇用への転換への希望者には、面接を実施し、合格した場合については転換することとする。
（短時間正社員への転換）

第22条　勤続半年以上の者又は有期実習型訓練修了者で、本人が希望する場合は、短時間正社員に転換させることがある。 転換時期は、随時とし、短時間正社員への転換への希望者には、面接を実施し、合格した場合については転換することとする。
（付　則）

付則第1条　この規則は平成〇年〇月〇日から施行します。
③














